
■やおうえるかむコモンズ推進会議の再構築

■「参画のはしご」は、アートコーディネーター養成講座で、講師の中本正樹さんからお話しいただいた「四季文化館みの～れ」での市民参画の関わり度合いを可視化した
仕組みを、やおうえるかむコモンズ推進会議に置き換えたもの。
参画のはしごには１～８の段階があり、上に行くほど主体的で、中心的な役割を担う。どれがいい、悪いではなく、来年度はどの程度の関わりができるのか、役割分担を
明らかにするもので、それぞれのライフステージ等に応じて、役割が変わっていくこともある。
■右の図は、令和７年度のやおうえるかむコモンズ推進会議を図式化したもの。来年度の関わり度合いに応じて参画のはしごを提出いただき、幹事、会員を決めていく。
■市とプリズムホールについては、幹事会のメンバーではあるが、他の幹事とは異なる役割を担うことから、芸術文化専門幹事、行政担当幹事という位置づけとしている。
■やおうえるかむコモンズにおける市民・市・プリズムホールの関係は三輪車に例えることができる。前輪である市民の活動を市とプリズムホールが後輪で支える形にしていく。

【資料５】



【会議の目的】
八尾市の芸術文化を振興し、市民の芸術活動及び文化活動のすそ野を広げるために活動する。

【会議の種類】
・全体会：推進会議全員が参加する。
・幹事会：会長・副会長・幹事が参加する。
・プロジェクト会議：会長が必要と認めた場合に、会員から選出したメンバー、プロジェクトに必要な人員で構成する。

【所掌事項】
（１）会員の参画及び交流の促進に関すること
（２）八尾市に関わる芸術文化情報に関する基盤の整備等に関すること
（３）コーディネーターの活動支援に関すること
（４）その他条例に規定する会議の目的を達成するために必要な事項に関すること

【役員の任期】
１年間（２年間） ※ただし、再任は妨げない。
会長については、連続６期まで。（２年任期の場合は連続３期まで。）

【役員の選出】
会長、副会長は幹事の中から選出する。
幹事は立候補または推薦を受けたものが就任するものとする。

【Berater（ベラーター）】
助言者、アドバイザー、顧問という意味のドイツ語
専門的見地、経験から、推進会議への指導、助言をしていただく。
会員とは別に、ベラーターという役職を置く予定。八尾市芸術文化振興審議会会長の藤野一夫氏、人形浄瑠璃文楽の人形遣いで人間国宝の吉田玉男氏に
就任いただくことで了承を得ている。

吉田玉男氏プロフィール
昭和28年、八尾市生まれ。昭和43年に文楽協会人形部研究
生となり、吉田玉男（人間国宝）に入門し、吉田玉女と名
乗る。翌年『菅原伝授手習鑑』「寺子屋の段」の菅秀才で
初舞台（大阪・朝日座）。20世紀最高の名人と称えられた
師匠の足遣い、左遣いを務めつつ薫陶を受け、師匠の当た
り役であった立役の多くを受け継ぎ、芸風・芸格を継承。
平成4年大阪府民劇場奨励賞。平成5年関西芸術大賞ゴール
デン賞、平成24年伝統文化ポーラ賞優秀賞、平成26年日本
芸術院賞。平成27年に二代目吉田玉男を襲名。令和2年紫
綬褒章。令和5年松尾芸能賞優秀賞、重要無形文化財保持
者（人間国宝）に認定、八尾市文化特別賞。趣味は上方浮
世絵と民芸陶器の収集、映画鑑賞。


